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１
０
４
７
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解
雇
撤
回
！

１４８号
2022年９月1５日

東
京
地
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

１
万
１
８
９
筆
（
22
年
９
月
15
日
）

１１・６日比谷野音へ結集を

き
を
強
め
て
い
ま
す
。

　
国
交
省
の
貨
物
に
関
す
る
検
討
会
で
防

衛
省
が
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
大
量
輸
送

能
力
を
持
つ
鉄
道
が
注
目
さ
れ
た
。
日
本

で
も
鉄
道
会
社
と
『
有
事
も
想
定
し
た
連

携
』
を
進
め
ら
れ
な
い
か
」（
東
京
新
聞
）

と
提
案
す
る
な
ど
、
自
治
体
や
教
育
、
医

療
な
ど
各
産
別
で
軍
事
協
力
が
広
が
っ
て

い
ま
す
（
裏
面
記
事
参
照
）。

会
」
を
設
置
し
最
長
３
年
の
期
限
で
存
廃

を
決
定
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

目
安
と
さ
れ
た
輸
送
密
度
１
千
人
未
満
は

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
営
業
キ
ロ
全
体
の
22
％
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
公
表
し
た
２
千
人
未
満
は

全
体
の
実
に
４
割
に
及
び
ま
す
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
東
の
深
澤
社
長
は
、
鉄
道

人
員
４
千
人
の
合
理
化
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
廃
線
化
と
一
体
の
職
場
に
お
け
る
大

ＪＲ東 ４０００人合理化・廃線攻撃と対決し

廃
線
と
大
合
理
化
、軍
事
輸
送
を
許
さ
な
い
闘
い
を

解
雇
撤
回
へ
10
・
１
全
国
一
斉
署
名
行
動

関生弾圧粉砕！労組つぶしは戦争への道

に
応
え
た
り
、
働
き
や
す
く
な
る
か

の
よ
う
に
宣
伝
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
「
鉄
道
よ
り

儲
か
る
不
動
産
や
駅
ナ
カ
、
投
資
・

資
産
運
用
の
ほ
う
が
大
事
」
が
会
社

の
本
音
な
の
だ
。

　
会
社
は
、
現
場
の
労
働
者
が
鉄
道

の
安
全
を
守
っ
て
列
車
を
運
行
し
て

い
る
こ
と
を
あ
ま
り
に
も
軽
視
し
て

い
る
。「
黒
字
化
」
を
優
先
し
、
鉄

道
や
労
働
者
を
な
い
が
し
ろ
に
す
れ

ば
、
安
全
も
破
壊
さ
れ
る
。

　
４
千
人
合
理
化
の
攻
撃
は
ロ
ー
カ

ル
線
廃
線
化
攻
撃
と
一
体
だ
。「
ジ
ョ

ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」「
転
籍
」「
業

務
融
合
」「
込
み
運
用
」
に
対
す
る

職
場
か
ら
の
反
撃
が
重
要
だ
。

分
野
」
の
不
動
産
や
駅
ナ
カ
な
ど
の

流
通
事
業
な
ど
に
回
す
。
深
澤
社
長

自
ら
が
「
グ
ル
ー
プ
内
転
籍
や
副
業

も
促
進
す
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。

鉄
道
事
業
の
新
規
採
用
は
抑
制
す
る

一
方
、
資
産
運
用
の
た
め
の
社
員
は

採
用
し
て
い
く
と
も
言
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ほ
ど
の
重
大
問
題
を
現
場
よ

り
先
に
マ
ス
コ
ミ
で
突
如
発
表
し
た

の
だ
。こ
の
間
、会
社
は
ジ
ョ
ブ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
や
職
名
廃
止
・
業
務
融

合
化
、
副
業
、
運
転
士
・
車
掌
の
込

み
運
用
な
ど
を
強
行
し
て
き
た
。

　
そ
れ
を「
多
様
な
経
験
を
積
め
る
」

「
柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
」「
安
全

や
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
が
向
上
す
る
」

と
、
あ
た
か
も
現
場
労
働
者
の
希
望

　
東
京
地
裁
が
昨
年
９
月
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
訴
訟
参
加
を
求
め
る
組
合
の
要
求
を
認

め
る
決
定
を
出
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

出
廷
拒
否
を
続
け
て
い
ま
す
。
中
央
労
働

委
員
会
は
「
不
採
用
は
１
９
８
７
年
４
月

１
日
の
１
回
限
り
の
行
為
で
除
斥
期
間
を

過
ぎ
た
」
と
強
弁
。
組
合
側
は
「
Ｊ
Ｒ
は

採
用
義
務
を
拒
否
し
続
け
て
い
る
」
と
追

及
し
て
い
ま
す
。

　
あ
ら
た
め
て
裁
判
所
・
労
働
委
員
会
・

Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
包
囲
し
、
真
実
を
突
き
付

け
る
闘
い
が
必
要
で
す
。
10
月
12
日
の
裁

判
に
向
か
っ
て
10
月
１
日
に
全
国
統
一
署

名
行
動
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
全
国
の
取
り

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

労
働
運
動
の
歴
史
的
転
換

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
か
ら
半
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
米
中
対
立
と
台
湾
情
勢
が
緊
迫

し
、
岸
田
政
権
は
安
倍
国
葬
と
軍
事
費
倍

増
（
11
兆
円
）、
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
千
基

配
備
な
ど
大
軍
拡
と
核
武
装
、
改
憲
の
動

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
深
澤
社
長
が
日
経

新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
な
ど

で
「
鉄
道
人
員
４
千
人
削
減
」「
非

鉄
道
部
門
へ
再
配
置
」
の
方
針
を
明

ら
か
に
し
た
。
鉄
道
部
門
を
現
在
の

３
万
４
千
人
か
ら
３
万
人
未
満
ま
で

減
ら
す
計
画
。
ワ
ン
マ
ン
運
転
拡
大

や
保
守
作
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
新
規

採
用
の
抑
制
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　
鉄
道
部
門
の
現
場
労
働
者
に
は

「
学
び
直
し
を
支
援
」
し
て
、「
成
長

　
２
０
２
２
年
11
・
６
全
国
労
働
者

集
会
の
賛
同
人
・
賛
同
団
体
会
議
が

９
月
３
日
、
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。

　
動
労
千
葉
の
関
道
利
委
員
長
は
労

働
者
の
生
き
る
た
め
の
闘
い
と
反
戦

闘
争
の
意
義
を
訴
え
「
大
結
集
ヘ
向

カ
ギ
だ
と
語
っ
た
。
国
鉄
闘
争
全
国

運
動
の
金
元
重
さ
ん
は
「
私
た
ち
の

運
動
の
成
果
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。
材
料
は
揃
っ
て
い
る
」
と
し
て

11
・
６
へ
の
組
織
化
を
訴
え
た
。

　
1
高
鳴
る
戦
争
・
改
憲
―
国
家
主

義
の
危
機
と
現
実
と
の
闘
い
。
2
関

生
弾
圧
―
労
組
つ
ぶ
し
を
許
さ
な
い

の
一
点
で
団
結
。
3
国
交
省
・
Ｊ
Ｒ

の
在
来
線
４
割
削
減
、
分
割
・
民
営

化
以
来
の
大
攻
撃
＝
国
家
改
造
計
画

と
の
闘
い
。
4
国
際
連
帯
闘
争
の
発

展
―
―
な
ど
を
議
論
。

　
郵
便
や
介
護
職
場
な
ど
の
生
々
し

い
報
告
、
国
葬
に
対
す
る
取
り
組
み

と
街
頭
な
ど
の
反
応
な
ど
、
様
々
な

手
ご
た
え
が
議
論
さ
れ
、
思
い
切
っ

て
賛
同
を
広
げ
よ
う
と
確
認
し
た
。

　
改
憲
戦
争
阻
止
！

大
行
進
の
高
山
俊
吉

弁
護
士
は
、
安
倍
国

葬
を
戦
争
と
結
び
付

け
な
い
論
調
が
多
い

が
一
皮
む
け
は
人
び

と
は
強
い
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
こ
と
、

労
働
組
合
の
決
起
が

多
く
の
仲
間
と
つ
な
が
ろ
う

11
・
６
集
会
へ
向
け
賛
同
会
議

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
全
線
区
の
４
割

に
あ
た
る「
輸
送
密
度
２
千
人
未
満
」

の
線
区
の
廃
線
化
を
画
策
し
、
千
葉

県
で
は
久
留
里
線
の
「
久
留
里
～
上

総
亀
山
」
間
の
収
支
率
（
運
営
費
に

対
す
る
鉄
道
収
入
の
割
合
）
が
最
も

低
い
と
報
道
さ
せ
て
い
る
。

　
一
部
分
だ
け
を
取
り
出
し
た
宣
伝

は
あ
ま
り
に
も
悪
意
に
満
ち
て
い

る
。
乗
客
の
減
少
も
自
然
に
起
き
た

わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
久
留
里

線
の
列
車
を
削
減
し
、
利
用
し
に
く

く
し
た
の
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
だ
。

　「
久
留
里
～
上
総
亀
山
」
間
は
昼

間
５
時
間
も
列
車
が
来
な
い
。早
朝
・

深
夜
の
列
車
も
廃
止
さ
れ
、
東
京

方
面
へ
の
通
勤
が
で
き
な
く
な
り
、

引
っ
越
し
た
住
民
も
多
数
い
る
。
ワ

ン
マ
ン
運
転
や
駅
の
無
人
化
に
よ
っ

て
高
齢
者
や
障
が
い
者
は
列
車
を
使

う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
は

何
年
も
前
か
ら
久
留
里
線
の
廃
線
化

に
向
け
て
仕
組
ん
で
き
た
の
だ
。

　
内
房
線
・
外
房
線
に
つ
い
て
も
東

京
か
ら
70
㌔
以
遠
は
乗
客
が
乗
ら
な

い
よ
う
に
仕
向
け
、
ワ
ン
マ
ン
運
転

導
入
や
駅
の
無
人
化
で
意
図
的
に
乗

客
を
減
ら
し
て
き
た
。「
館
山
～
鴨

川
～
勝
浦
」
間
が
廃
線
化
さ
れ
た
ら

房
総
半
島
の
鉄
道
網
は
寸
断
さ
れ
、

生
活
も
観
光
も
大
打
撃
だ
。

　
鉄
道
廃
線
と
地
元
の
小
中
高
校
の

廃
校
が
セ
ッ
ト
で
進
め
ら
れ
る
。
久

留
里
線
沿
線
で
も
３
年
間
で
公
立
小

５
校
が
廃
校
に
な
り
２
校
に
集
約
さ

れ
、
公
立
中
も
６
校
か
ら
２
校
に
統

廃
合
さ
れ
た
。
統
廃
合
の
影
響
で
徒

歩
通
学
が
困
難
と
な
り
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
送
迎
で
成
り
立
っ
て
い
る
の

が
現
状
だ
。
学
校
も
鉄
道
も
地
域
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
イ
ン
フ

ラ
な
の
だ
。

け
２
カ
月
を
」
と

訴
え
た
。
関
西
生

コ
ン
支
部
の
武
谷

新
吾
書
記
次
長

は
、
高
槻
生
コ
ン

な
ど
現
場
か
ら
の

闘
い
を
報
告
、
労

組
つ
ぶ
し
は
戦
争

に
向
か
う
動
き
だ

と
し
て
11
・
６
結

集
へ
の
檄
を
飛
ば

し
た
。

久
留
里
線
の
廃
線
を
許
す
な
！

仕
組
ま
れ
た
廃
線
化 

悪
意
に
満
ち
た
宣
伝

ＪＲ東・鉄道人員４千人縮小
 深澤

社長 非鉄道部門に再配置発表

ま
す
。

〝
運
動
経
験
を
活
か
そ
う
〟

　
11
・
６
全
国
労
働
者
集
会
に
向
け
３
回

の
賛
同
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
国

葬
や
戦
争
へ
の
怒
り
」「
新
自
由
主
義
の

崩
壊
的
事
態
に
対
す
る
反
撃
」「
関
生
弾

圧
と
労
組
つ
ぶ
し
を
許
さ
な
い
の
一
点

で
」
な
ど
集
会
の
結
集
へ
向
け
た
議
論
と

実
践
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
９
月
上
旬
に
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
の
呼

び
か
け
人
会
議
が
開
催
さ
れ
、
７
月
集
会

の
成
功
か
ら
11
・
６
集
会
へ
向
け
た
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
０
４
７
名
闘
争
に
つ
い
て
は
中
央
委

と
Ｊ
Ｒ
を
追
い
詰
め
る
た
め
に
全
国
で
の

署
名
運
動
な
ど
取
り
組
み
や
10
・
12
裁
判

へ
の
結
集
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
廃
線
化

に
対
す
る
北
海
道
や
内
房
・
外
房
線
の
運

動
の
経
験
を
全
国
に
活
か
し
、
水
道
再
公

営
化
な
ど
諸
運
動
を
糾
合
す
る
運
動
を
つ

く
る
こ
と
な
ど
も
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
戦
争
と
物
価
高
な
ど
に
対
し
生
き
る
た

め
の
闘
い
と
戦
争
政
治
へ
の
怒
り
が
結
合

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
欧
州
の
ス
ト
ラ
イ
キ

や
米
ア
マ
ゾ
ン
・
ス
タ
バ
労
組
の
結
成
な

ど
世
界
で
「
労
働
運
動
の
歴
史
的
転
換
」

が
動
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
廃
線
化
を
め
ぐ
っ
て
は
、
国
交
省
検
討

会
が
、
鉄
道
事
業
者
や
地
方
自
治
体
か
ら

の
要
請
で
国
が
「
特
定
線
区
再
構
築
協
議

合
理
化
攻
撃
に
対
し
動
労
千
葉
・
動
労
総

連
合
は
闘
い
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
に
お
け
る
攻
撃
は
、
分
割
・
民
営

化
の
破
綻
で
あ
り
、
鉄
道
だ
け
の
攻
撃
で

は
な
く
、
医
療
や
社
会
保
障
、
雇
用
や
教

育
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
領
域
で
同
様
の
問
題
に
対
し
て
地
方
住

民
等
の
怒
り
と
結
合
し
、
労
働
運
動
の
再

生
を
期
し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
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９
月
11
日
、
国
鉄
九
州
動
力
車
労

働
組
合
の
呼
び
か
け
で
「
戦
争
に
向

け
た
国
家
改
造
粉
砕
！
９
・
23
ダ
イ

ヤ
改
悪
阻
止
！
」
の
ア
ピ
ー
ル
行
動

を
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
前
で
行
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
は
西
九
州
新
幹
線
「
か

も
め
」
の
開
業
に
併
せ
た
ダ
イ
ヤ
改

定
を
９
月
23
日
に
行
う
と
発
表
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
ダ
イ
改
は

不
採
算
路
線
廃
線
と
軍
需
輸
送
拡
大

と
い
う「
戦
争
に
向
け
た
国
家
改
造
」

を
に
ら
ん
だ
大
合
理
化
攻
撃
で
す
。

　
長
崎
・
熊
本
・
鹿
児
島
の
車
掌
全

廃
＝
１
２
０
人
の
合
理
化
を
筆
頭

に
、
数
少
な
い
黒
字
路
線
で
あ
る
鹿

児
島
本
線
「
小
倉
～
博
多
」
間
で
さ

え
も
減
便
（
座
席
を
取
り
外
し
て
乗

客
を
詰
め
込
み
）
し
、「
Ａ
Ｉ
導
入
」

「
自
動
化
」
を
掲
げ
て
車
両
の
検
査

周
期
を
事
実
上
撤
廃
す
る
動
き
を
加

速
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
７
月
、
国
交
省
検
討
会
は
「
輸
送

密
度
１
０
０
０
人
未
満
の
線
区
」
に

つ
い
て
「
３
年
の
協
議
」
を
設
け
て

廃
線
・
Ｂ
Ｒ
Ｔ
転
換
な
ど
を
進
め
る

と
の
提
言
を
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
の

が
２
０
１
７
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で

不
通
区
間
と
な
っ
て
放
置
さ
れ
た
末

に
20
年
に
Ｂ
Ｒ
Ｔ
転
換
が
決
定
し
た

日
田
彦
山
線
で
す
。

　
そ
の
３
年
間
、
東
峰
村
な
ど
沿
線

住
民
は
鉄
道
再
建
を
求
め
、
署
名
活

動
や
決
起
集
会
を
行
っ
て
「
鉄
道
再

建
が
被
災
地
再
生
の
要
」
と
切
実
な

声
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。「
高
齢
者

の
通
院
が
で
き
な
い
」「
鉄
道
再
建

が
決
ま
ら
な
け
れ
ば
地
域
整
備
の
計

画
も
建
て
ら
れ
な
い
」
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
九
州
は
こ
の
声
を

す
べ
て
黙
殺
し
て
復
旧
を
意
図
的
に

放
置
し
、
将
来
展
望
が
描
け
な
い
住

民
の
苦
境
に
つ
け
込
ん
で
バ
ス
転
換

を
飲
ま
せ
ま
し
た
。

　
検
討
会
提
言
の
「
３
年
の
協
議
」

と
は
、「
地
域
社
会
の
崩
壊
」
と
い

う
現
実
を
突
き
付
け
、
住
民
・
自
治

体
に
上
下
分
離
や
バ
ス
転
換
を
迫
っ

て
い
く
恫
喝
の
場
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
ロ
ー
カ
ル
線
虐
殺
攻
撃
を

さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
Ｊ
Ｒ
九
州
の

秋
ダ
イ
改
は
、
ま
さ
に
「
在
来
線
４

割
廃
線
・
国
家
改
造
攻
撃
」
の
急
先

鋒
で
す
。

「
新
幹
線
で
も
貨
物
輸
送
を
行
う
」

と
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　「
か
も
め
」
開
業
式
典
で
は
自
衛

隊
の
戦
闘
機
部
隊
「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ

ル
ス
」
が
飛
行
シ
ョ
ー
で
〝
華
を
添

え
る
〟
と
発
表
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
九
州
が

軍
官
民
あ
げ
た
戦
争
体
制
構
築
の
旗

振
り
役
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ル
ー

イ
ン
パ
ル
ス
隊
員
た
ち
が
沿
線
の
学

校
な
ど
で
「
講
演
」
す
る
な
ど
、
事

実
上
の
募
兵
活
動
も
構
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

11・
６
日
比
谷
へ

　
Ｊ
Ｒ
九
州
の
９
・
23
ダ
イ
改
は
、

ま
さ
に「
戦
争
に
向
け
た
国
家
改
造
」

の
実
行
で
す
。

　
動
労
総
連
合
九
州
は
羽
廣
委
員
長

を
先
頭
に
こ
の
ダ
イ
改
を
絶
対
に
許

さ
な
い
と
怒
り
の
ア
ピ
ー
ル
を
発
し

ま
し
た
。
休
日
で
に
ぎ
わ
う
博
多
駅

前
で
多
く
の
労
働
者
が
手
を
振
っ
て

呼
応
。
９
月
27
日
の
安
倍
国
葬
も
改

憲
・
戦
争
の
政
治
と
し
て
一
体
だ
と

訴
え
る
中
で
「
私
は
国
葬
に
は
絶
対

反
対
で
す
！
」「
安
倍
は
（
森
友
学

園
の
文
書
改
竄
で
職
員
を
自
殺
に
追

い
込
ん
で
）
一
人
殺
し
て
い
る
」
と

怒
り
を
露
わ
に
署
名
に
協
力
し
て
く

れ
る
人
も
。
私
た
ち
の
訴
え
が
街
頭

の
人
び
と
と
の
交
歓
を
次
々
と
生
み

出
す
中
で
、
妨
害
を
狙
っ
て
い
た
右

翼
の
街
宣
部
隊
は
消
耗
し
、
退
散
し

て
い
き
ま
し
た
。

　
安
倍
国
葬
、
改
憲
・
戦
争
に
向
け

た
国
家
改
造
を
挙
行
す
る
岸
田
政
権

へ
の
怒
り
は
沸
騰
し
て
い
ま
す
。９
・

23
安
倍
国
葬
粉
砕
デ
モ
を
打
ち
ぬ

き
、
動
労
千
葉
・
中
村
仁
副
委
員
長

を
迎
え
て
開
催
さ
れ
る
10
・
16
九
州

労
働
者
集
会
を
跳
躍
台
に
11
・
６
全

国
労
働
者
集
会
へ
の
大
結
集
を
目
指

し
て
、
さ
ら
に
闘
い
を
推
し
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
動
労
総

連
合
九
州
か
ら
の
投
稿
）

独
自
の
鉄
道
部
隊
も

　
現
在
で
も
、
陸
上
自
衛
隊
は
貨
物

列
車
で
様
々
な
車
両
や
資
材
を
運
ん

で
い
る
。
た
だ
装
甲
車
な
ど
の
各
種

主
要
道
路
の
大
半
は
未
舗
装
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
当
時
は
鉄
道
輸
送
が

非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
た
。

　
他
方
、
１
９
５
７
年
の
新
潟
闘
争

な
ど
を
契
機
に
国
鉄
労
働
運
動
が
戦

闘
化
し
、
自
民
党
の
国
防
族
議
員

が
「
有
事
の
際
に
貨
物
列
車
が
ス
ト

ラ
イ
キ
で
止
ま
れ
ば
自
衛
隊
が
動
け

な
く
な
る
」
と
危
機
感
を
募
ら
せ
て

鉄
道
部
隊
の
新
設
を
求
め
た
こ
と
も

あ
り
、
自
衛
隊
は
１
９
６
０
年
に
自

衛
隊
独
自
の
鉄
道
部
隊
（
１
０
１
建

設
隊
）
を
創
設
し
た
の
で
す
。
建
設

隊
は
東
京
の
立
川
市
で
創
設
さ
れ
た

が
、
す
ぐ
千
葉
県
の
津
田
沼
に
移
駐

し
た
。

　
千
葉
市
や
津
田
沼
は
戦
前
は
陸
軍

の
鉄
道
連
隊
の
本
拠
地
で
訓
練
施
設

な
ど
が
温
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
戦

前
、
日
清
戦
争
な
ど
で
鉄
道
が
軍
事

輸
送
に
役
立
つ
こ
と
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
陸
軍
は
鉄
道
敷
設
を

推
進
し
、
千
葉
市
や
津
田
沼
に
鉄
道

連
隊
を
編
成
し
た
の
で
す
。
千
葉
駅

周
辺
に
は
陸
軍
病
院
や
兵
器
補
給
廠

な
ど
軍
事
施
設
が
集
中
し
、
軍
都
と

し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　
自
衛
隊
の
鉄
道
部
隊
の
創
設
は
、

初
の
国
産
戦
車
で
あ
る「
61
式
戦
車
」

の
配
備
と
重
な
っ
た
。
61
式
戦
車
は

鉄
道
輸
送
を
前
提
に
車
体
の
幅
を
３

㍍
に
合
わ
せ
て
設
計
さ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
６
年
後
の
１
９
６
６
年

に
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
自
動

車
利
用
の
普
及
）
な
ど
を
理
由
に
自

衛
隊
の
鉄
道
部
隊
は
解
散
と
な
る
。

そ
の
後
に
開
発
さ
れ
た
74
式
戦
車
は

３
㍍
を
超
え
る
サ
イ
ズ
で
道
路
輸
送

へ
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。

　
当
時
、
自
衛
隊
は
ソ
連
軍
の
上
陸

を
想
定
し
戦
車
は
北
海
道
に
集
中
配

備
さ
れ
、
全
国
的
な
移
動
は
必
ず
し

も
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
。し
か
し
、

ソ
連
崩
壊
後
の
１
９
９
０
年
代
以

降
、
そ
う
し
た
状
況
は
変
化
し
、
21

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
本
州
や
九
州

の
部
隊
を
北
海
道
に
移
動
さ
せ
る
の

で
は
な
く
、
北
海
道
の
部
隊
を
本
州

に
展
開
さ
せ
る
演
習
を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

軍
事
輸
送
が
増
加

　
こ
の
演
習
で
は
、
自
衛
隊
の
輸
送

機
や
輸
送
艦
だ
け
で
は
な
く
、
Ｊ
Ｒ

貨
物
に
よ
る
鉄
道
輸
送
や
民
間
の

フ
ェ
リ
ー
も
使
用
し
て
い
る
。
検
討

会
資
料
に
よ
る
と
17
年
か
ら
弾
薬
や

補
給
品
を
コ
ン
テ
ナ
を
使
っ
て
Ｊ
Ｒ

貨
物
が
移
送
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
20
年
４
月
か
ら
全
国
の
演

習
場
へ
の
鉄
道
利
用
が
本
格
化
し
て

い
る
。
隅
田
川
駅
か
ら
札
幌
と
鳥と
す栖

（
佐
賀
県
）
へ
向
か
う
路
線
を
利
用

し
、
全
国
８
カ
所
の
貨
物
駅
を
積
み

下
ろ
し
の
拠
点
と
し
週
２
往
復
２
便

の
定
期
便
で
訓
練
な
ど
で
使
う
機
材

な
ど
を
運
ん
で
い
る
。
隅
田
川
駅
は

一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

が
南
千
住
駅
の
近
く
に
あ
り
、
東
京

貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
並
ぶ
国
内
最

大
規
模
の
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
だ
。

　
検
討
会
で
の
防
衛
省
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
は
最
後
に
「
防
衛
省
・

自
衛
隊
が
言
う
有
事
で
一
番
烈
度
が

高
い
の
は
武
力
攻
撃
事
態
で
あ
る
」

と
し
て
「
早
い
段
階
で
た
く
さ
ん
も

の
を
運
ぶ
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

　
検
討
会
は
７
月
28
日
に
中
間
と
り

ま
と
め
を
発
表
し
た
が
、「
武
力
攻

撃
事
態
や
存
立
危
機
事
態
に
対
す
る

事
態
対
処
法
に
基
づ
い
て
、
指
定
公

共
機
関
と
し
て
、
災
害
時
や
有
事
に

お
け
る
物
資
輸
送
の
役
割
な
ど
、
高

い
公
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
負
っ
て
い

る
」
と
あ
る
。

　
戦
争
は
労
働
者
に
と
っ
て
最
大
の

権
利
破
壊
だ
。
職
場
に
お
け
る
権
利

を
守
る
闘
い
と
、
戦
争
を
止
め
る
闘

い
は
重
大
な
課
題
だ
。

て
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
ロ
シ
ア
の
侵
略

を
受
け
止
め
る
上
で
鉄
道
は
生
命
線

で
あ
る
」
と
力
説
し
て
い
る
。

　
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
両
軍
が
戦

車
や
装
甲
車
の
輸
送
に
鉄
道
を
利
用

し
、「
高
速
・
大
量
輸
送
」
の
優
位

性
が
発
揮
さ
れ
た
と
の
論
調
で
す
。

　
ロ
シ
ア
軍
の
極
東
部
隊
が
シ
ベ
リ

ア
鉄
道
で
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
経
由
し
て

移
動
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
攻
略

作
戦
に
投
入
さ
れ
た
こ
と
、そ
の
後
、

再
び
鉄
道
で
ロ
シ
ア
を
迂
回
し
て
ウ

ク
ラ
イ
ナ
東
部
ド
ン
バ
ス
地
方
の
攻

略
に
加
わ
っ
た
と
紹
介
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
防
衛
省
は
、
有
事
（
中
国

侵
略
戦
争
）
の
際
に
は
、
北
海
道
・

本
州
・
四
国
の
基
幹
部
隊
を
沖
縄
や

九
州
の
南
西
地
域
に
素
早
く
移
動
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
主
張
し
、
船
舶

や
飛
行
機
、
ト
ラ
ッ
ク
、
自
走
に
加

え
て
鉄
道
な
ど
多
彩
な
輸
送
手
段
を

用
意
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
強

調
し
て
い
ま
す
。

　
別
掲
の
図
の
よ
う
に
北
海
道
か
ら

本
州
を
縦
断
し
九
州
ま
で
の
戦
車
や

車
両
、
弾
薬
や
燃
料
な
ど
の
運
搬
に

お
け
る
鉄
道
の
利
点
（
鉄
道
の
安
全

性
や
ダ
イ
ヤ
の
安
定
性
）
を
指
摘

し
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
よ
る
鉄
道
貨
物
に

　
自
衛
隊
の
鉄
道
利
用
が
大
き
な
焦

点
と
な
っ
て
い
る
。
５
月
25
日
に
開

催
さ
れ
た
国
土
交
通
省
の
「
今
後
の

鉄
道
物
流
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
防
衛
省
が
招

か
れ
、
防
衛
省
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

を
引
き
合
い
に
戦
車
や
軍
事
物
資
の

輸
送
に
お
け
る
鉄
道
利
用
の
意
義
を

声
高
に
主
張
し
た
の
だ
。

　
国
交
省
と
Ｊ
Ｒ
が
推
進
す
る
ロ
ー

カ
ル
線
廃
線
化
の
動
き
に
対
し
て
自

衛
隊
が
危
機
感
を
募
ら
せ
て
「
鉄
道

必
要
論
」
を
唱
え
た
と
の
論
調
で
報

じ
る
マ
ス
コ
ミ
も
あ
る
。

　
国
交
省
は
、
廃
線
に
向
け
た
検
討

会
（
道
事
業
者
と
地
域
の
協
働
に
よ

る
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
刷
新
に
関
す

る
検
討
会
）
や
「
鉄
道
に
お
け
る
自

動
運
転
技
術
検
討
会
」
な
ど
矢
継
ぎ

早
に
推
進
し
て
い
る
。

有
事
利
用
を
強
調

　
検
討
会
の
議
事
録
を
読
む
と
、
防

衛
省
は
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
問
題

や
、
中
国
が
台
湾
独
立
を
実
力
阻
止

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
強
調
、
さ
ら

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
話
題
を
転

じ
、
戦
争
が
始
ま
っ
て
も
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
鉄
道
は
止
ま
っ
て
い
な
い
と
し

　
自
衛
隊
が
鉄
道
に
よ
る
戦
車
の
輸

送
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

　
自
衛
隊
の
鉄
道
利
用
は
最
近
始

ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
自
衛
隊
の

前
身
で
あ
る
警
察
予
備
隊
が
創
設
さ

れ
た
の
が
朝
鮮
戦
争
勃
発
直
後
の

１
９
５
０
年
８
月
だ
が
、
本
格
的
な

高
速
道
路
の
開
通
は
１
９
６
３
年
で

車
両
や
榴
弾
砲
な
ど
は

運
ん
で
い
る
が
戦
車
に

つ
い
て
は
鉄
道
輸
送
を

行
っ
て
い
な
い
。
日
本

の
鉄
道
は
線
路
の
幅

が
１
０
６
７
㍉
の
狭

軌
（
世
界
の
鉄
道
は

１
４
３
５
㍉
の
広
軌
が

主
流
）
で
あ
る
た
め
、

列
車
の
幅
が
３
㍍
が
限

界
の
た
め
の
戦
車
の
鉄

道
輸
送
は
困
難
な
の

だ
。

　
し
か
し
そ
れ
で
も
防

衛
省
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
に
お
け
る
戦
車
輸

送
に
お
け
る
鉄
道
の
貢

献
度
を
ひ
と
き
わ
強
調

し
て
い
る
。
ソ
連
崩
壊

以
後
、
陸
上
自
衛
隊
の

主
力
部
隊
を
北
か
ら
南

へ
と
迅
速
に
移
動
す
る

能
力
が
必
要
と
な
っ
て

お
り
、
青
函
ト
ン
ネ
ル

の
部
分
だ
け
で
も
戦
車

を
鉄
道
で
移
送
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
と
の

解
説
記
事
も
あ
る
。

国
交
省
検
討
会
で

防
衛
省
プ
レ
ゼ
ン 

鉄
道
の
軍
事
利
用
を
許
す
な
！

ウクライナ戦争を引き合いに鉄道必要論を力説

戦
争
に
向
け
た
国
家
改
造
粉
砕
！

博
多
駅
前

ア
ピ
ー
ル 

９
・
23
ダ
イ
改
阻
止
を
訴
え

自衛隊の輸送オペレーションの全体像（イメージ）

北海道～本州の基幹部隊（人員、装備品、補給品）につい
て、南西地域へ各種輸送力（自走含む。）により輸送

第９師団

第１３旅団

第１５旅団

第４師団

第３師団

第１２旅団

第８師団

第１４旅団

第１師団

基幹部隊を緊急的
かつ急速に機動展開

凡例

：機動運用部隊

：地域配備部隊

第２師団

第１１旅団
第５師団

第７師団

第１０師団

第６師団

４

大
き
な
期
待
を
抱
い
て
い
る
こ

と
を
猛
烈
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
の

で
す
。

軍
事
輸
送

　
さ
ら
に
、
９
・
23
ダ
イ

改
は
Ｊ
Ｒ
の
軍
事
輸
送
・

戦
争
協
力
の
推
進
で
も
あ

り
ま
す
。

　
日
本
版
海
兵
隊
と
言
わ

れ
る
陸
上
自
衛
隊
「
水
陸

機
動
団
」
の
新
連
隊
が
長

崎
県
大
村
市
に
新
設
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

新
開
業
す
る
新
幹
線
「
か

も
め
」
の
車
両
基
地
も
大

村
に
新
設
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
は


